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１．はじめに 

寒冷地空港においてブリスタリングの発生が確認された空港は複数あり、積雪寒冷地においてもブリスタ

リング対策は重要な課題となっている。空港舗装におけるブリスタリング対策としては、表層の厚層化、お

よび通気性向上のために空隙率を高め空隙率は3%以上を原則とし、改質アスファルトの使用を検討する必要

がある。また、夜間の施工においては、改質アスファルト乳剤（PKM-T）を使用することとしている。 
本報告ではブリスタリング対策に関する配合設計やタックコートの室内試験を行ない、ブリスタリング対

策について検討した結果を報告するものである。 
２．室内試験 

 表-1に示すブリスタリング対策に関する室内試験を実

施した。室内試験では表層に積雪寒冷地で適用されてい

る密粒度アスコン20Fを使用した。この混合物は本州で

使用されている密粒度アスコン20と比較し細粒分が多

く、F/A（フィラー/アスファルト）=1.7に設定された耐

摩耗性の高い混合物である。本試験ではブリスタリング

対策で実施されている対策工法の効果の把握を目的に実

施した。 
(1) 配合設計に関する検討 

 ブリスタリング対策を行うための配合設計では空隙率

3%以上を確保する必要がある。通気性の持続や耐久性を

有する混合物を検討するため以下の室内試験を実施した。 
a)透水性を評価する試験方法 

真空透気試験は、遮水ダムの遮水機能の評価に使用さ

れている試験方法であり、透水性の有無を確認するため

に行った。加圧透水試験は数日間程度の試験時間を要す

るが、この試験方法では数分間で評価できる簡易的な試

験方法である。室内試験は空隙率2～7%程度に調整され

た供試体（30cm×30cm×5cm）を用い真空透気試験を

行った。なお、供試体の作製は、骨材粒度を同一とし、

アスファルト量を変動させて供試体を作製した。遮水ダ

ムの基準値の事例を準拠して試験前の真空度を

-0.09MPaに設定し、1分間の昇圧が0.003MPa以下を不

透水と評価した。図-1に真空透気試験の結果を示す。透

水と評価された供試体の全てが空隙率3%以上となり、概

ね空隙率3％未満が不透水と評価された。 
b) 最適な空隙率の検討 

図-2に室内試験で用いた密粒度アスコン20Fのアスフ

ァルト量と空隙率の関係を示す。図には仕様書の範囲で

ある空隙率2～5%を黄色に着色した。最適アスファルト

量は改質アスファルト混合物5.4%、ストレートアスファ

ルト混合物5.5%であり、空隙率は4.0%程度である。目標

としている空隙率の下限値である3%と比較し1%程度高

い値である。トラバース走行試験は、供試体温度を60℃に設定し、ソリッドタイヤ（接地圧0.63MPa）によ

るトラバース走行（供試体幅30cmの1往復載荷を1回）を行い、改質アスファルト混合物による空隙率の保 
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図-1 真空透気試験 
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真空透気試験
空隙率を2～7%程度に調整した供試体（30cm×30cm×5cm）を用い、
アスファルト混合物の透水機能の評価を行う。

トラバース走行試験

ホイールトラッキング試験機を用い、空隙率を2～7%程度に調整し
た供試体（30cm×30cm×5cm）の上をトラバース走行を行う（接地
圧0.63MPa、試験温度+60℃）。所定の回数を走行後、真空透気試験
を行う。

低温カンタブロ試験
マーシャル供試体を用い供試体温度-20℃、室温-20℃の試験条件で
低温カンタブロ試験を実施し、混合物の耐久性を評価する。

タックコートの乾燥時間の試験

密粒度アスコン20Fの供試体（30cm×30cm×5cm）の上ににタック

コート0.3ℓ/m
2
塗布後、タックコートが分解するまでの時間を計測す

る。試験温度は5℃、10℃、20℃、30℃で実施する。

層間引張試験

粗粒度アスコンの供試体（30cm×30cm×5cm）の上にタックコート

を0.3ℓ/m
2
塗布後、タックコートが完全に分解した試料と分解してい

ない試料の上に密粒度アスコン20Fを舗設し、2層構造の供試体を作
製する。供試体から3個のコア（φ10cm×10cm）を採取し、層間引
張試験（60mm/min）を行い、タックコートに含まれた水分の影響を
評価する。

表-1 室内試験 

図-2 アスファルト量と空隙率の関係
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持の効果を把握する目的で試験を行った。透水性の評価

を行うため真空透気試験は1回のトラバース走行試験終

了毎に試験を実施した。図-3に試験結果を示す。仕様書

の空隙率の規格値は2～5%の範囲に設定されているが、

トラバース走行試験前の初期値において空隙率3%未満

の供試体は不透水と評価された。空隙率が大きいほど不

透水になるまでの回数が多くなり、空隙率保持の効果が

高いことが確認された。改質アスファルト混合物につい

ては、ストレートアスファルト混合物と比較し空隙率保

持の効果が高いことを確認した。 
一方、空隙率が大きくなると耐久性の低下が懸念され

るため、低温カンタブロ試験を実施した。図-4に試験結

果を示す。空隙率が高いほど骨材飛散抵抗性が低下する

ことが確認された。また、改質アスファルト混合物とス

トレートアスファルト混合物を比較すると改質アスファ

ルト混合物の低温カンタブロ損失量が低く、低温時の骨

材飛散抵抗が高いことが確認された。    
以上の試験結果から、改質アスファルトの使用により

空隙率の保持を高める効果や低温時の耐久性を向上する

ことができることを確認した。また、施工時の空隙率が

3%程度の設定では不透水になる可能性が高いことや空

隙率を高めに設定すると耐久性が低下するため、3%より

ある程度高い空隙率を設定することが望ましいと考えら

れる。 
b)タックコートに関する検討 

 北海道における国管理空港内の舗装工事では施工可能

な時間が限定されることや、夜間工事となる場合が多く

外気温が低下し、タックコートが分解しにくい現場条件

が多い実態にある。そのため、タックコートの種類毎に

分解するまでの所要時間を確認した。室内試験では道内

空港での実績を有するタイヤ付着抑制型アスファルト乳

剤（PKM-T）2種類、ゴム入りアスファルト乳剤（PKR-T）
1種類、石油アスファルト乳剤（PK-4）1種類を用いて試

験を実施した。 
 タックコートの乾燥時間の試験は、供試体（30cm×30cm
×5cm）の上に0.3ℓ/m2を塗布し、室温5℃、10℃、20、30℃
の温度条件で試験を行った。乳剤の分解の有無は所定の用

紙を供試体に押し当て、乳剤が付着しなくなるまでの時間

を比較した。試験結果を図-5に示す。全てのタックコート

の蒸発残留分は50%程度であり、気象条件、タックコート

の種類により乾燥時間の差は見られなかった。 
図-6にタックコートの層間引張り試験の結果を示す。試

験はタックコートが分解した試料と分解していない試料の

2条件で行い、2層構造とした供試体を用い実施した。タッ

クコートが分解していない試料の層間引張り強度は分解した試料と比較し低下することが確認され、乳剤が

分解しないで施工を行うと付着力の品質低下が懸念される結果となった。以上の結果から外気温が低い施工

の場合は分解促進のために路面ヒータの使用を検討する必要がある。 
３．まとめ 

 ブリスタリング対策として改質アスファルトを使用し、空隙率は規格値内の範囲内で3%よりある程度高め

ることが有効であることを確認した。また、タックコートが分解しない状態で舗設すると付着力が低下する

ことが確認され、外気温が低い場合の施工は路面ヒータの使用を検討する必要がある。 

図-3 トラバース走行試験
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図-4 低温カンタブロ試験

図-5 タックコートの乾燥時間
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図-6 タックコートの層間引張り試験
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